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弁
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す
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衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
保
育
所
の
入
所
基
準
の
運
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

第
一
子
が
保
育
所
に
入
所
し
、
そ
の
後
、
保
護
者
が
第
二
子
に
係
る
育
児
休
業
を
取
得
し
た
際
に
、
第
一
子
に
係
る
御
指

摘
の
「
保
育
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
内
閣
府
令
第
四
十
四
号
）
第

一
条
第
九
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
な
い
と
判
断
さ
れ
、
退
所
さ
せ
ら
れ
た
事
例
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
「
保

育
の
必
要
性
」
に
係
る
同
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
認
定
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
第
二
子
以
降
の
出
産
時
期
」
に
よ
り
異

な
る
扱
い
と
な
っ
た
事
例
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

小
学
校
就
学
前
子
ど
も
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

小
学
校
就
学
前
子
ど
も
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
第
一

条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
、
御
指
摘
の
「
保
育
の
必
要
性
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

市
町
村
に
お
い
て
当
該
保
護
者
の
申
請
に
基
づ
き
当
該
事
由
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
特
定
し
、
「
保
育
の
必
要
性
」
の
認
定
を

行
う
こ
と
は
不
適
切
と
は
考
え
て
い
な
い
。

一



三
に
つ
い
て

第
一
子
の
保
育
所
へ
の
入
所
に
係
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
二
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
支
給
認
定
（
以
下
「
支
給

認
定
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
た
際
に
、
当
該
支
給
認
定
の
事
由
が
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
号
に

掲
げ
る
事
由
で
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後
、
保
護
者
が
第
二
子
以
降
の
産
前
休
業
を
開
始
（
労
働
す
る
こ
と
を
常
態

と
し
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
し
た
際
に
第
一
子
に
係
る
保
育
所
へ
の
通
所
に
係
る
支
給
認
定
が
可
能
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
当
該
産
前
休
業
の
開
始
時
点
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
保
護
者
が
第
二
子
以
降
の
産
後
休
業
の
終
了
後
に
育
児
休
業
を
開
始
（
労
働
す
る
こ
と
を
常
態

と
し
て
い
な
い
場
合
に
限
る
。
）
し
た
際
に
第
一
子
に
係
る
保
育
所
へ
の
通
所
に
係
る
支
給
認
定
が
可
能
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
当
該
育
児
休
業
の
開
始
時
点
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
第
一
条
第
九
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当

す
る
か
否
か
に
よ
り
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
保
育
所
へ
の
通
所
に
係
る
支
給
認
定
が
可
能
か
否
か
に
つ
い
て
、
産
前
休
業
や
育
児
休
業
を
開
始
し
、
労

働
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事

由
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
御
指
摘
の
「
第
二
子
以
降

二



の
出
産
の
時
期
」
に
よ
っ
て
変
わ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三


